
受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.介護保険制度等の改正の内容とその理由について説明できる。 2.42 2.89 2.93 0.52 0.47 0.04

２.介護保険以外の制度の最新情報動向について説明できる。 2.13 2.58 2.77 0.64 0.45 0.18

３.社会資源を活用し，関係機関との連携やネットワーク構築を実施でき
る。

2.57 2.76 2.83 0.26 0.19 0.07

４.介護保険制度や介護支援専門員を取り巻く現状，課題を踏まえ，介護支
援専門員の指導支援を実施できる。

2.27 2.66 2.71 0.44 0.39 0.06

５.介護支援専門員が抱える課題や取り巻く状況などを把握し，対応策の立
案を実施できる。

2.23 2.51 2.69 0.46 0.28 0.18

６.介護保険制度及び地域包括ケアの動向の指導をする上で，必要な情報の
収集を実施できる。

2.29 2.60 2.70 0.41 0.31 0.11

①介護保険制度及び地域包括システムの動向

自己評価平均値の推移
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１.介護保険制度等の改正の内容とその理由について説明でき

る。

２.介護保険以外の制度の最新情報動向について説明できる。

３.社会資源を活用し，関係機関との連携やネットワーク構築

を実施できる。

４.介護保険制度や介護支援専門員を取り巻く現状，課題を踏

まえ，介護支援専門員の指導支援を実施できる。

５.介護支援専門員が抱える課題や取り巻く状況などを把握

し，対応策の立案を実施できる。

６.介護保険制度及び地域包括ケアの動向の指導をする上で，

必要な情報の収集を実施できる。

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移

5.6%

1.0%

2.0%

9.2%

2.0%

1.0%

3.1%

1.5%

2.0%

9.2%

1.5%

2.6%

12.8%

5.6%

3.1%

9.7%

5.1%

4.1%

48.0%

14.1%

10.2%

68.9%

40.4%

27.6%

38.8%

25.3%

20.4%

56.1%

33.8%

28.1%

52.6%

41.4%

28.6%

52.6%

33.3%

28.1%

45.4%

79.8%

80.1%

21.9%

55.1%

65.3%

56.1%

68.7%

69.9%

33.2%

62.1%

64.8%

33.7%

50.0%

64.8%

36.7%

58.6%

61.2%

1.0%

5.1%

7.7%

0.0%

2.5%

6.1%

2.0%

4.5%

7.7%

1.5%

2.5%

4.6%

1.0%

3.0%

3.6%

1.0%

3.0%

6.6%

受講前

受講直後

3カ月後

受講前

受講直後

3カ月後

受講前

受講直後

3カ月後

受講前

受講直後

3カ月後

受講前

受講直後

3カ月後

受講前

受講直後

3カ月後

１
. 介
護
保
険
制

度
等
の
改
正
の

内
容
と
そ
の
理

由
に
つ
い
て
説

明
で
き
る
。

２
. 介
護
保
険
以

外
の
制
度
の
最

新
情
報
動
向
に

つ
い
て
説
明
で

き
る
。

３
.社
会
資
源
を

活
用
し
，
関
係
機

関
と
の
連
携
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
実
施
で
き

る
。

４
. 介
護
保
険
制

度
や
介
護
支
援

専
門
員
を
取
り

巻
く
現
状
，
課
題

を
踏
ま
え
，
介
護

支
援
専
門
員
の

指
導
支
援
を
実

施
で
き
る
。

５
.介
護
支
援
専

門
員
が
抱
え
る

課
題
や
取
り
巻
く

状
況
な
ど
を
把

握
し
，
対
応
策
の

立
案
を
実
施
で

き
る
。

６
.介
護
保
険
制

度
及
び
地
域
包

括
ケ
ア
の
動
向

の
指
導
を
す
る

上
で
，
必
要
な
情

報
の
収
集
を
実

施
で
き
る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる



受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.実践事例の意見交換・振り返りから,課題や不足している視点を認識し分
析を実践できる。

2.50 2.87 2.94 0.44 0.38 0.07

２.分析に必要な根拠を明確にし，改善策を講じ介護支援専門員に対する指
導及び支援を実践する知識及び技能を実施出来る。

2.39 2.75 2.78 0.39 0.36 0.03

３.リハビリテーションや福祉用具等を活用するに当たって重要となる医師
やリハビリテーション専門職との連携方法等ネットワークつくりを実施でき
る。

2.65 2.90 2.97 0.32 0.25 0.07

４.連携やネットワークづくりにおいて，課題や不足している視点を認識
し，分析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

2.24 2.61 2.77 0.53 0.37 0.16

５.リハビリテーションや福祉用具の活用を検討するに当たり，インフォー
マルも含めた地域づくりの視点を含めた地域の社会資源を活用したケアマネ
ジメントが実施できる。

2.17 2.52 2.65 0.49 0.36 0.13

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発など地域づくりの視
点を含め，課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善方法の指
導を実施できる。

1.94 2.33 2.47 0.53 0.39 0.14

７.リハビリテーションや福祉用具の指導をする上で，必要な情報の収集を
実施できる。

2.71 2.91 2.96 0.26 0.20 0.06

②-１リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例

自己評価平均値の推移
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１.実践事例の意見交換・振り返りから,課題や不足している視

点を認識し分析を実践できる。

２.分析に必要な根拠を明確にし，改善策を講じ介護支援専門

員に対する指導及び支援を実践する知識及び技能を実施出…

３.リハビリテーションや福祉用具等を活用するに当たって重

要となる医師やリハビリテーション専門職との連携方法等…

４.連携やネットワークづくりにおいて，課題や不足している

視点を認識し，分析する手法及び改善方法の指導を実施で…

５.リハビリテーションや福祉用具の活用を検討するに当た

り，インフォーマルも含めた地域づくりの視点を含めた地…

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発など地

域づくりの視点を含め，課題や不足している視点を認識し…

７.リハビリテーションや福祉用具の指導をする上で，必要な

情報の収集を実施できる。

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移
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１
.実
践
事
例
の
意

見
交
換
・
振
り
返
り

か
ら
, 課
題
や
不
足

し
て
い
る
視
点
を
認

識
し
分
析
を
実
践

で
き
る
。

２
. 分
析
に
必
要
な

根
拠
を
明
確
に
し
，

改
善
策
を
講
じ
介

護
支
援
専
門
員
に

対
す
る
指
導
及
び

支
援
を
実
践
す
る

知
識
及
び
技
能
を

実
施
出
来
る
。

３
.リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
福
祉
用

具
等
を
活
用
す
る

に
当
た
っ
て
重
要
と

な
る
医
師
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
と
の
連
携
方
法

等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ

く
り
を
実
施
で
き

る
。

４
. 連
携
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
お

い
て
，
課
題
や
不

足
し
て
い
る
視
点
を

認
識
し
，
分
析
す
る

手
法
及
び
改
善
方

法
の
指
導
を
実
施

で
き
る
。

５
. リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
福
祉
用

具
の
活
用
を
検
討

す
る
に
当
た
り
，
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
も
含

め
た
地
域
づ
く
り
の

視
点
を
含
め
た
地

域
の
社
会
資
源
を

活
用
し
た
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
実
施
で

き
る
。

６
. ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
施
に
お
い

て
，
社
会
資
源
の

開
発
な
ど
地
域
づ
く

り
の
視
点
を
含
め
，

課
題
や
不
足
し
て

い
る
視
点
を
認
識

し
分
析
す
る
手
法

及
び
改
善
方
法
の

指
導
を
実
施
で
き

る
。

７
.リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
福
祉
用

具
の
指
導
を
す
る

上
で
，
必
要
な
情

報
の
収
集
を
実
施

で
き
る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる



受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.実践事例の意見交換・振り返りから課題や不足している視点を認識し，
分析を実施できる。

2.43 2.90 2.90 0.47 0.47 0.00

２.分析に必要な根拠を明確にすることによって改善策を講じ，介護支援専
門員に対する指導及び支援を実施できる。

2.35 2.83 2.79 0.44 0.48 -0.04

３.看護サービスを活用するにあたって重要となる医師や看護師等との連携
方法等ネットワークづくりを実施できる。

2.65 2.87 2.95 0.30 0.22 0.09

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している視点を認識し
分析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

2.27 2.61 2.76 0.50 0.34 0.15

５.看護サービスの活用するに当たりイフォーマルサービス模含めた地域の
社会資源を活用したケアマネジメントを実施できる。

2.10 2.45 2.53 0.44 0.36 0.08

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発等地域づくりを含め
課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実施で
きる。

1.93 2.39 2.44 0.51 0.46 0.05

７.看取り等における看護サービスの活用事例を指導する上で，必要な情報
の収集を実施できる。

2.48 2.77 2.90 0.42 0.29 0.13

②-２看取り等における看護サービスの活用に関する事例

自己評価平均値の推移

2.43

2.35

2.65

2.27

2.10

1.93

2.48

2.90

2.83

2.87

2.61

2.45

2.39

2.77

2.90

2.79

2.95

2.76

2.53

2.44

2.90

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50

１.実践事例の意見交換・振り返りから課題や不足している視

点を認識し，分析を実施できる。

２.分析に必要な根拠を明確にすることによって改善策を講

じ，介護支援専門員に対する指導及び支援を実施できる。

３.看護サービスを活用するにあたって重要となる医師や看護

師等との連携方法等ネットワークづくりを実施できる。

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している

視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実施でき…

５.看護サービスの活用するに当たりイフォーマルサービス模

含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントを実施…

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発等地域

づくりを含め課題や不足している視点を認識し分析する手…

７.看取り等における看護サービスの活用事例を指導する上

で，必要な情報の収集を実施できる。

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移
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１
. 実
践
事
例
の

意
見
交
換
・
振

り
返
り
か
ら
課

題
や
不
足
し
て

い
る
視
点
を
認

識
し
，
分
析
を

実
施
で
き
る
。

２
.分
析
に
必
要

な
根
拠
を
明
確

に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
改
善
策

を
講
じ
，
介
護

支
援
専
門
員
に

対
す
る
指
導
及

び
支
援
を
実
施

で
き
る
。

３
.看
護
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
す
る

に
あ
た
っ
て
重

要
と
な
る
医
師

や
看
護
師
等
と

の
連
携
方
法
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
実
施
で
き

る
。

４
.連
携
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
お
い
て
の
課

題
や
不
足
し
て

い
る
視
点
を
認

識
し
分
析
す
る

手
法
及
び
改
善

方
法
の
指
導
を

実
施
で
き
る
。

５
. 看
護
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
す
る

に
当
た
り
イ

フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
模
含

め
た
地
域
の
社

会
資
源
を
活
用

し
た
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
施

で
き
る
。

６
.ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
施
に

お
い
て
，
～
課

題
や
不
足
し
て

い
る
視
点
を
認

識
し
分
析
す
る

手
法
及
び
改
善

方
法
の
指
導
を

実
施
で
き
る
。

７
.看
取
り
等
に

お
け
る
看
護

サ
ー
ビ
ス
の
活

用
事
例
を
指
導

す
る
上
で
，
必

要
な
情
報
の
収

集
を
実
施
で
き

る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる



受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している視点を認識し
分析を実施できる。

2.50 2.83 2.96 0.46 0.33 0.13

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講じ，介護支援専
門員に対する指導及び支援を実施できる。

2.37 2.78 2.88 0.51 0.41 0.09

３.認知症の要介護者等並びに家族への支援に当たって重要となる医療職を
はじめとする多職種，地域住民との連携方法等ネットワークづくりを実施で
きる。

2.43 2.67 2.80 0.37 0.24 0.13

４.連携やネットワークづくりにおいて課題や不足している視点を認識し分
析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

2.22 2.58 2.69 0.47 0.36 0.10

５.認知症の要介護者等の支援方法を検討するに当たり，インフォーマル
サービス模含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントを実施でき
る。

2.34 2.60 2.66 0.32 0.26 0.07

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発等地域づくりの視点
を含め，課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導
を実施できる。

2.04 2.38 2.47 0.43 0.33 0.10

７.認知症に関わる事例の指導をする上で，必要な情報の収集を実施でき
る。

2.54 2.77 2.86 0.32 0.23 0.09

②-３認知症に関する事例

自己評価平均値の推移
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１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している

視点を認識し分析を実施できる。

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講

じ，介護支援専門員に対する指導及び支援を実施できる。

３.認知症の要介護者等並びに家族への支援に当たって重要と

なる医療職をはじめとする多職種，地域住民との連携方法…

４.連携やネットワークづくりにおいて課題や不足している視

点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

５.認知症の要介護者等の支援方法を検討するに当たり，イン

フォーマルサービス模含めた地域の社会資源を活用したケ…

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発等地域

づくりの視点を含め，課題や不足している視点を認識し分…

７.認知症に関わる事例の指導をする上で，必要な情報の収集

を実施できる。

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移
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１
. 実
践
事
例
の
意

見
交
換
・
振
り
返
り

か
ら
，
課
題
や
不

足
し
て
い
る
視
点

を
認
識
し
分
析
を

実
施
で
き
る
。

２
. 分
析
に
必
要
な

根
拠
を
明
確
に
す

る
こ
と
に
よ
り
，
改

善
策
を
講
じ
，
介
護

支
援
専
門
員
に
対

す
る
指
導
及
び
支

援
を
実
施
で
き
る
。

３
. 認
知
症
の
要
介

護
者
等
並
び
に
家

族
へ
の
支
援
に
当

た
っ
て
重
要
と
な
る

医
療
職
を
は
じ
め

と
す
る
多
職
種
，
地

域
住
民
と
の
連
携

方
法
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
実
施
で

き
る
。

４
.連
携
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
お

い
て
課
題
や
不
足

し
て
い
る
視
点
を

認
識
し
分
析
す
る

手
法
及
び
改
善
方

法
の
指
導
を
実
施

で
き
る
。

５
. 認
知
症
の
要
介

護
者
等
の
支
援
方

法
を
検
討
す
る
に

当
た
り
，
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ

ス
模
含
め
た
地
域

の
社
会
資
源
を
活

用
し
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
施
で
き

る
。

６
.ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
施
に
お
い

て
，
～
課
題
や
不

足
し
て
い
る
視
点

を
認
識
し
分
析
す

る
手
法
及
び
改
善

方
法
の
指
導
を
実

施
で
き
る
。

７
.認
知
症
に
関
わ

る
事
例
の
指
導
を

す
る
上
で
，
必
要
な

情
報
の
収
集
を
実

施
で
き
る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる



受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している視点の分析を
実施できる。

2.42 2.85 2.96 0.54 0.43 0.11

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講じ，介護支援専
門員対する指導及び支援を実施できる。

2.33 2.78 2.87 0.54 0.45 0.09

３.入退院時等において重要となる医療職をはじめとする多職種との連携方
法等ネットワークづくりを実施できる。

2.57 2.84 2.92 0.35 0.27 0.09

４.連携やネットワークづくりにおいて課題や不足している視点を認識し分
析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

2.26 2.63 2.74 0.47 0.37 0.10

５.入退院時おける支援を検討するに当たり，インフォーマルサービスも含
めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントを実施できる。

2.19 2.50 2.65 0.45 0.31 0.15

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発など地域づくりを含
め，課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実
施できる。

1.94 2.36 2.45 0.51 0.42 0.09

７.地域及び事業所の介護支援専門員を医療機関につなぐことができ，入退
院時おける医療連携ルール等の指導・助言を実施できる。

2.52 2.86 2.87 0.35 0.34 0.01

８.地域の医療連携に係る課題について，地域ケア会議等への提言を実施で
きる。

1.86 2.31 2.33 0.47 0.44 0.02

９.入退院時等における医療との連携に係る事例の指導をする上で，必要な
情報の収集を実施できる。

2.48 2.87 2.92 0.43 0.38 0.05

１０.地域の医療連携に係る課題について，行政等への提言を実施できる。 1.81 2.11 2.22 0.41 0.30 0.11

②-４入退院時における医療との連携に関する事例

自己評価平均値の推移
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１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している

視点の分析を実施できる。

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講

じ，介護支援専門員対する指導及び支援を実施できる。

３.入退院時等において重要となる医療職をはじめとする多職

種との連携方法等ネットワークづくりを実施できる。

４.連携やネットワークづくりにおいて課題や不足している視

点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

５.入退院時おける支援を検討するに当たり，インフォーマル

サービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメ…

６.ケアマネジメントの実施において，社会資源の開発など地

域づくりを含め，課題や不足している視点を認識し分析す…

７.地域及び事業所の介護支援専門員を医療機関につなぐこと

ができ，入退院時おける医療連携ルール等の指導・助言を…

８.地域の医療連携に係る課題について，地域ケア会議等への

提言を実施できる。

９.入退院時等における医療との連携に係る事例の指導をする

上で，必要な情報の収集を実施できる。

１０.地域の医療連携に係る課題について，行政等への提言を

実施できる。

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移
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１
. 実
践
事
例
の

意
見
交
換
・
振

り
返
り
か
ら
，
課

題
や
不
足
し
て

い
る
視
点
の
分

析
を
実
施
で
き

る
。

２
.分
析
に
必
要

な
根
拠
を
明
確

に
す
る
こ
と
に

よ
り
，
改
善
策

を
講
じ
，
介
護

支
援
専
門
員
対

す
る
指
導
及
び

支
援
を
実
施
で

き
る
。

３
.入
退
院
時
等

に
お
い
て
重
要

と
な
る
医
療
職

を
は
じ
め
と
す

る
多
職
種
と
の

連
携
方
法
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
実
施
で
き

る
。

４
.連
携
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
お
い
て
課
題

や
不
足
し
て
い

る
視
点
を
認
識

し
分
析
す
る
手

法
及
び
改
善
方

法
の
指
導
を
実

施
で
き
る
。

５
. 入
退
院
時
お

け
る
支
援
を
検

討
す
る
に
当
た

り
，
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー
ビ
ス

も
含
め
た
地
域

の
社
会
資
源
を

活
用
し
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

実
施
で
き
る
。

６
. ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
施

に
お
い
て
，
～

課
題
や
不
足
し

て
い
る
視
点
を

認
識
し
分
析
す

る
手
法
及
び
改

善
方
法
の
指
導

を
実
施
で
き

る
。

７
. 地
域
及
び
事

業
所
の
介
護
支

援
専
門
員
を
医

療
機
関
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
，

入
退
院
時
お
け

る
医
療
連
携

ル
ー
ル
等
の
指

導
・
助
言
を
実

施
で
き
る
。

８
. 地
域
の
医
療

連
携
に
係
る
課

題
に
つ
い
て
，

地
域
ケ
ア
会
議

等
へ
の
提
言
を

実
施
で
き
る
。

９
.入
退
院
時
等

に
お
け
る
医
療

と
の
連
携
に
係

る
事
例
の
指
導

を
す
る
上
で
，

必
要
な
情
報
の

収
集
を
実
施
で

き
る
。

１
０
. 地
域
の
医

療
連
携
に
係
る

課
題
に
つ
い

て
，
行
政
等
へ

の
提
言
を
実
施

で
き
る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる



受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している視点の分析を
実施できる。

2.43 2.84 2.89 0.46 0.41 0.04

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講じ，介護支援専
門員に対する指導及び支援を実施できる。

2.33 2.75 2.78 0.45 0.42 0.03

３.家族に対する支援に当たり重要となる関係機関，地域住民をはじめとす
る多職種地域住民との連携方法等ネットワークづくりを実施できる。

2.27 2.66 2.72 0.45 0.39 0.06

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している視点を認識し
分析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

2.16 2.57 2.64 0.48 0.41 0.07

５.家族支援が必要なケースを検討するに当たり，インフォーマルサービス
模含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントを実施できる。

2.23 2.60 2.65 0.42 0.37 0.05

６.ケアマネジメントの実践において，社会資源の開発など地域づくりを含
め，課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実
施できる。

1.97 2.35 2.44 0.47 0.38 0.09

７.家族支援の視点が必要な事例の指導をする上で，必要な情報の収集を実
施できる。

2.39 2.82 2.80 0.41 0.43 -0.02

②-５家族への支援の視点が必要な事例

自己評価平均値の推移
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１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している

視点の分析を実施できる。

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講

じ，介護支援専門員に対する指導及び支援を実施できる。

３.家族に対する支援に当たり重要となる関係機関，地域住民

をはじめとする多職種地域住民との連携方法等ネットワー…

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している

視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実施でき…

５.家族支援が必要なケースを検討するに当たり，インフォー

マルサービス模含めた地域の社会資源を活用したケアマネ…

６.ケアマネジメントの実践において，社会資源の開発など地

域づくりを含め，課題や不足している視点を認識し分析す…

７.家族支援の視点が必要な事例の指導をする上で，必要な情

報の収集を実施できる。

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移
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１
.実
践
事
例
の

意
見
交
換
・
振
り

返
り
か
ら
，
課
題

や
不
足
し
て
い

る
視
点
の
分
析

を
実
施
で
き
る
。

２
. 分
析
に
必
要

な
根
拠
を
明
確

に
す
る
こ
と
に
よ

り
，
改
善
策
を
講

じ
，
介
護
支
援
専

門
員
に
対
す
る

指
導
及
び
支
援

を
実
施
で
き
る
。

３
.家
族
に
対
す

る
支
援
に
当
た

り
重
要
と
な
る
関

係
機
関
，
地
域

住
民
を
は
じ
め
と

す
る
多
職
種
地

域
住
民
と
の
連

携
方
法
等
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を

実
施
で
き
る
。

４
.連
携
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に

お
い
て
の
課
題

や
不
足
し
て
い

る
視
点
を
認
識

し
分
析
す
る
手

法
及
び
改
善
方

法
の
指
導
を
実

施
で
き
る
。

５
. 家
族
支
援
が

必
要
な
ケ
ー
ス

を
検
討
す
る
に

当
た
り
，
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー

ビ
ス
模
含
め
た

地
域
の
社
会
資

源
を
活
用
し
た

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
施
で
き

る
。

６
.ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
践
に
お

い
て
，
～
課
題

や
不
足
し
て
い

る
視
点
を
認
識

し
分
析
す
る
手

法
及
び
改
善
方

法
の
指
導
を
実

施
で
き
る
。

７
.家
族
支
援
の

視
点
が
必
要
な

事
例
の
指
導
を

す
る
上
で
，
必
要

な
情
報
の
収
集

を
実
施
で
き
る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる



受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している視点の分析を
実施できる。

2.34 2.80 2.77 0.43 0.46 -0.03

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講じ，介護支援専
門員に対する指導及び支援を実施できる。

2.25 2.69 2.69 0.44 0.44 -0.01

３.他の制度を活用するに当たり重要となる関係機関，多職種との連携方法
等ネッワークづくりを実施できる。

2.32 2.68 2.73 0.42 0.36 0.06

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している視点を認識し
分析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

2.08 2.53 2.60 0.53 0.45 0.08

５.他の制度を活用するに当たり，インフォーマルサービスも含めた地域の
社会資源活用したケアマネジメントを実施できる。

2.24 2.57 2.61 0.37 0.33 0.04

６.ケアマネジメントの実践において，社会資源の開発等地域づくりを含
め，課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実
施できる。

1.89 2.34 2.44 0.55 0.45 0.10

７.各自が担当している，他制度を活用している事例や支援困難事例に対し
て，適切な助言や介護支援専門員への気付きへの後方支援を実践でる。

2.25 2.58 2.70 0.45 0.33 0.12

８.社会資源活用にむけた関係機関との連携の係る事例の指導雄する上で，
必要な情報の収集を実施できる。

2.32 2.68 2.64 0.32 0.36 -0.04

②-６社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例

自己評価平均値の推移
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１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している

視点の分析を実施できる。

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講

じ，介護支援専門員に対する指導及び支援を実施できる。

３.他の制度を活用するに当たり重要となる関係機関，多職種

との連携方法等ネッワークづくりを実施できる。

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している

視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実施でき…

５.他の制度を活用するに当たり，インフォーマルサービスも

含めた地域の社会資源活用したケアマネジメントを実施で…

６.ケアマネジメントの実践において，社会資源の開発等地域

づくりを含め，課題や不足している視点を認識し分析する…

７.各自が担当している，他制度を活用している事例や支援困

難事例に対して，適切な助言や介護支援専門員への気付き…

８.社会資源活用にむけた関係機関との連携の係る事例の指導

雄する上で，必要な情報の収集を実施できる。

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移
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１
. 実
践
事
例

の
意
見
交
換
・

振
り
返
り
か

ら
，
課
題
や
不

足
し
て
い
る
視

点
の
分
析
を

実
施
で
き
る
。

２
.分
析
に
必

要
な
根
拠
を
明

確
に
す
る
こ
と

に
よ
り
，
改
善

策
を
講
じ
，
介

護
支
援
専
門

員
に
対
す
る
指

導
及
び
支
援
を

実
施
で
き
る
。

３
.他
の
制
度
を

活
用
す
る
に
当

た
り
重
要
と
な

る
関
係
機
関
，

多
職
種
と
の
連

携
方
法
等
ネ
ッ

ワ
ー
ク
づ
く
り

を
実
施
で
き

る
。

４
.連
携
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
お
い
て
の
課

題
や
不
足
し
て

い
る
視
点
を
認

識
し
分
析
す
る

手
法
及
び
改

善
方
法
の
指

導
を
実
施
で
き

る
。

５
.他
の
制
度
を

活
用
す
る
に
当

た
り
，
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
も
含

め
た
地
域
の

社
会
資
源
活

用
し
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を

実
施
で
き
る
。

６
.ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
践

に
お
い
て
，
～

課
題
や
不
足
し

て
い
る
視
点
を

認
識
し
分
析
す

る
手
法
及
び

改
善
方
法
の

指
導
を
実
施
で

き
る
。

７
. ～
他
制
度
を

活
用
し
て
い
る

事
例
や
支
援

困
難
事
例
に

対
し
て
，
適
切

な
助
言
や
介

護
支
援
専
門

員
へ
の
気
付

き
へ
の
後
方

支
援
を
実
践
で

る
。

８
.社
会
資
源

活
用
に
む
け
た

関
係
機
関
と
の

連
携
の
係
る

事
例
の
指
導

雄
す
る
上
で
，

必
要
な
情
報

の
収
集
を
実

施
で
き
る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる



受講前平
均

受講直後
平均

3カ月後
平均

前⇒３
増減

前→後
増減

後→３
増減

１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している視点の分析を
できる。

2.44 2.85 2.89 0.45 0.41 0.04

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講じ，介護支援専
門員に対する指導及び支援を実施できる。

2.32 2.72 2.80 0.47 0.40 0.08

３.状態に応じた多様なサービスを活用するに当たり，重要となる関係機
関，介護サービス事業所との連携方法等ネットワークづくりを実施できる。

2.50 2.78 2.85 0.35 0.28 0.07

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している視点を認識し
分析する手法及び改善方法の指導を実施できる。

2.23 2.56 2.66 0.43 0.33 0.10

５.状況に応じて多様なサービスを活用したケアマネジメントを実施でき
る。

2.54 2.80 2.84 0.30 0.25 0.05

６.ケアマネジメントの実践において，社会資源の開発等など地域づくりを
含め，課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を
実施できる。

2.02 2.35 2.42 0.40 0.33 0.07

７.状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービスや施設サービスな
ど）の活用に係る事例の実践の指導をする上で，必要な情報の収集を実施で
きる。

2.43 2.71 2.82 0.39 0.28 0.11

②-７状態に応じた多様なサービス（地域密着型，施設サービス等）の活用に関する事例

自己評価平均値の推移
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１.実践事例の意見交換・振り返りから，課題や不足している

視点の分析をできる。

２.分析に必要な根拠を明確にすることにより，改善策を講

じ，介護支援専門員に対する指導及び支援を実施できる。

３.状態に応じた多様なサービスを活用するに当たり，重要と

なる関係機関，介護サービス事業所との連携方法等ネット…

４.連携やネットワークづくりにおいての課題や不足している

視点を認識し分析する手法及び改善方法の指導を実施でき…

５.状況に応じて多様なサービスを活用したケアマネジメント

を実施できる。

６.ケアマネジメントの実践において，社会資源の開発等など

地域づくりを含め，課題や不足している視点を認識し分析…

７.状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービスや施設

サービスなど）の活用に係る事例の実践の指導をする上…

受講前平均 受講直後平均 3カ月後平均



自己評価の割合の推移
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１
. 実
践
事
例
の

意
見
交
換
・
振
り

返
り
か
ら
，
課
題

や
不
足
し
て
い
る

視
点
の
分
析
を

で
き
る
。

２
.分
析
に
必
要

な
根
拠
を
明
確
に

す
る
こ
と
に
よ
り
，

改
善
策
を
講
じ
，

介
護
支
援
専
門

員
に
対
す
る
指

導
及
び
支
援
を

実
施
で
き
る
。

３
. ～
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
す
る
に
当
た

り
，
重
要
と
な
る

関
係
機
関
，
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
の
連
携
方
法

等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
実
施
で

き
る
。

４
. 連
携
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に

お
い
て
の
課
題

や
不
足
し
て
い
る

視
点
を
認
識
し
分

析
す
る
手
法
及

び
改
善
方
法
の

指
導
を
実
施
で
き

る
。

５
. 状
況
に
応
じ
て

多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

実
施
で
き
る
。

６
. ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
践
に
お

い
て
，
～
課
題
や

不
足
し
て
い
る
視

点
を
認
識
し
分
析

す
る
手
法
及
び

改
善
方
法
の
指

導
を
実
施
で
き

る
。

７
.状
態
に
応
じ
た

多
様
な
サ
ー
ビ
ス

～
の
活
用
に
係

る
事
例
の
実
践

の
指
導
を
す
る
上

で
，
必
要
な
情
報

の
収
集
を
実
施

で
き
る
。

１できない ２あまりできない ３概ねできる ４できる


